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強相関酸化物と呼ばれる遷移⾦属酸化物においては、わずかな刺激（キャリアの変化・圧
⼒印加・磁場印加等）によって⾦属-絶縁体転移（MIT）や⾼温超伝導などの劇的な物性変化
が引き起こされる[1]。この強相関物性を電界効果により制御するモットトランジスタは、
Beyond CMOSの有⼒な候補の⼀つである[2]。しかしながら、異なる量⼦相が競合する界⾯
（チャネル層）の振る舞いについてはよく分かっていないことが多い。これは、強相関酸化
物の⽰す特異な機能が、電荷・スピン・軌道の⾃由度の協奏によって⽣じている事に起因す
る[1]。表⾯・界⾯におけるわずかな状態変化によって、新しい量⼦相が出現するためである。 

この酸化物超構造研究を推進するためには、表⾯・界⾯数nmの領域で発現する新奇な量⼦
（電荷・スピン・軌道）状態を精密に決定することが鍵となり、放射光を⽤いた分光法は最
も直接的な情報を与えることが出来る。そのため、当研究室では、放射光を⽤いた先端計測
（光電⼦分光・内殻吸収分光など）という「みる」技術と酸化物分⼦線エピタキシ（MBE）
製膜法という「つくる」技術とを⾼いレベルで融合した「その場（in-situ）光電⼦分光+レー
ザーMBE複合装置」をKEK-PFの表⾯・界⾯解析ビームラインBL-2A MUSASHIに設置し、
「先端計測に⽴脚した物質設計」を⾏っている。本公演では、モットトランジスタの有⼒候
補材料として注⽬されている⼆酸化バナジウム(VO2) [3]の超薄膜における電⼦相の研究を
紹介しながら[4,5]、放射光解析に基づく酸化物デバイス開発の可能性について議論する。 
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